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＝日野自動車・古河工場の起工式を行う＝	 　〈三和地区会〉

10月17日（月）、日野自動車（東京都日野市・白井芳夫社長）が古河市名崎に建設する新工場起工式
風景です。当日は、現地で多数の関係者出席のもと安全を祈願しました。

古河工場の敷地面積は66万㎡。日野本社工場の約２倍。第１期工事は来春から、海外組立て用部品を
荷造りするKD（ノックダウン）工場が操業。その後、大型アクスル（車軸）ユニット部品工場を立上げ
計画。2020年までに本社工場からトラック組立てを移管させる計画。

新工場稼働時は、関連下請会社も進出し、雇用創出や地域経済活性化が進む見込みです。
(写真提供:常陽新聞新社)
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理
事
・
監
事
・
顧
問	

（
地
区
会
）

　

理　

事蓮
見　

公
男 

（
古　

河
）

川
島　
　

栄 

（　

〃　
）

野
村　

利
夫 

（　

〃　
）

須
藤　

盛
夫 

（　

〃　
）

野
澤　

豊
輔 

（　

〃　
）

菅
沼　

康
次 

（
坂　

東
）

中
山　
　

茂 

（　

〃　
）

奥
村　

秋
夫 

（　

〃　
）

野
村　

義
照 

（　

〃　
）

張
替　

昌
伯 

（　

〃　
）

中
村　

治
雄 

（　

境　
）

新
井　

要
吉 

（　

〃　
）

間
瀬
賢
次
郎 

（　

〃　
）

荒
井　

靖
雄 

（
総　

和
）

小
倉　

邦
義 

（　

〃　
）

石
川　

康
夫 

（
三　

和
）

塚
田　
　

孝 

（　

〃　
）

荒
川　

克
正 

（
五　

霞
）

長
島　

茂
雄 

（　

〃　
）

　

監　

事片
見　

泰
男 

（　

境　
）

小
林　

敏
明 

（
古　

河
）

中
村　

幸
生 

（
坂　

東
）

　

顧　

問岩
﨑　
　

清 

（
古　

河
）

萩
原　

康
男 

（　

境　
）

部
　
会

　

青
年
部
会
長

石
川　

博
一 

（
古　

河
）

　

女
性
部
会
長

斎
藤　

桂
子 

（
古　

河
）

渡邉副会長
（坂東地区会長）

櫻井副会長
（境地区会長）

矢澤副会長
（総和地区会長）

森田副会長
（三和地区会長）

須釜副会長
（五霞地区会長）

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

社
団
法
人
古
河
法
人
会

会　

長　

弓
削　

重
次

会
員
の
皆
様
方
に
は
、
平
成

二
十
四
年
の
新
年
を
ご
健
勝
に
て

迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
、
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
平
成
二
十
年
の
リ
ー

マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
か
ら
三
年
余
り

が
経
過
し
ま
し
た
が
、
景
気
は
依

然
と
し
て
足
踏
み
状
態
が
続
い
て

お
り
ま
す
。

そ
う
し
た
中
、
米
国
の
金
融
緩

和
長
期
化
・
ギ
リ
シ
ャ
を
初
め
と

し
た
Ｅ
Ｕ
諸
国
の
一
部
の
経
済
危

機
等
が
要
因
で
、
円
高
・
株
安
が

更
に
広
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
国

内
に
目
を
転
じ
ま
し
て
も
三
月

十
一
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震

災
・
円
高
に
よ
る
輸
出
停
滞
・
収

益
悪
化
等
が
重
な
り
、
昨
年
同
様

に
、
上
場
企
業
の
新
規
採
用
絞
込

み
等
に
よ
り
、
雇
用
情
勢
に
改
善

の
兆
し
が
み
ら
れ
な
い
厳
し
い
年

に
な
り
ま
し
た
。

更
に
、
十
月
に
は
、
オ
リ
ン
パ

ス
の
巨
額
損
失
隠
し
が
発
生
し
、

一
時
市
場
が
混
乱
し
ま
し
た
。

一
方
政
治
に
お
い
て
は
、
過
半

数
割
れ
の
「
ネ
ジ
レ
」
国
会
・
小

沢
元
代
表
の「
政
治
と
金
の
問
題
」

で
菅
総
理
が
退
陣
し
、
九
月
に
野

田
内
閣
に
代
わ
り
ま
し
た
が
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
参
加
問
題
・
社
会
保
障
と
税

の
一
体
改
革
等
課
題
が
山
積
し
て

お
り
ま
す
。

ま
た
、
大
幅
税
収
不
足
の
中
、

約
十
二
兆
円
の
第
三
次
補
正
予
算

が
成
立
し
、
震
災
の
本
格
復
興
に

向
け
走
り
出
す
見
込
み
で
す
。
但

し
、
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革

が
先
送
り
さ
れ
、
会
員
の
皆
様
の

ご
商
売
に
も
大
き
く
影
響
し
ま
し

た
。こ

う
し
た
中
で
す
が
、
会
員
の

皆
様
方
に
は
、
是
非
、
気
持
ち
を

奮
い
た
た
せ
創
意
・
工
夫
を
実
践

し
て
、
頑
張
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

当
会
活
動
に
お
き
ま
し
て
は
、

今
後
、
よ
り
公
共
性
の
あ
る
事
業

展
開
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
税
務
協
力
団
体
の
全
国
組

織
の
一
員
と
し
て
、「
社
会
に
貢

献
す
る
団
体
」
を
目
指
し
積
極
的

に
活
動
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

新
年
度
は
、
会
員
増
強
を
最
優

先
に
、
高
齢
化
進
展
の
一
助
と
し

て
社
会
福
祉
協
議
会
へ「
車
椅
子
」

の
寄
贈
継
続
・
子
供
向
け
に
、
交

通
安
全
協
会
、
防
犯
協
会
へ
の
寄

贈
・
女
性
、
青
年
部
会
に
よ
る
小

学
生
向
け
租
税
教
室
へ
の
参
加
・

青
年
部
会
に
よ
る
古
河
駅
周
辺
清

掃
活
動
の
定
着
化
と
古
河
市
主
催

の
八
月
十
日
「
道
の
日
」
清
掃
へ

の
参
加
・
読
み
や
す
い
「
法
人
た

よ
り
」
へ
の
改
善
・
二
十
五
年
度

の
公
益
認
定
に
向
け
た
準
備
等
を

実
施
予
定
で
す
。

今
後
と
も
会
員
各
位
が
、研
鑽
・

交
流
を
深
め
て
い
た
だ
き
、
当
会

が
、
ま
す
ま
す
発
展
す
る
よ
う
願

っ
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
会
員
各

位
の
ご
繁
栄
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、

希
望
に
満
ち
た
年
で
あ
る
こ
と
期

待
し
て
、
年
頭
の
挨
拶
に
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
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平
成
二
十
四
年
の
年
頭
に
あ
た

り
、
謹
ん
で
新
年
の
お
祝
い
を
申

し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
東
日
本
大
震
災
を
は
じ

め
と
す
る
災
害
が
続
い
た
年
で
し

た
。
被
災
さ
れ
た
方
々
に
は
心
か

ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
一
日
も
早
い
復
興
を
願
っ

て
お
り
ま
す
。

社
団
法
人
古
河
法
人
会
の
皆
様

方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
お
健
や

か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

旧
年
中
は
、
弓
削
会
長
を
は
じ

め
役
員
及
び
会
員
の
皆
様
方
に
は
、

税
務
行
政
に
対
し
深
い
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
、
紙
面
を
お
借
り

い
た
し
ま
し
て
厚
く
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

貴
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日

ご
ろ
か
ら
正
し
い
税
知
識
の
普
及

や
納
税
道
義
の
高
揚
を
図
る
た
め
、

各
種
研
修
会
や
社
会
貢
献
活
動
等

に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
て
お
り

ま
す
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
役
員
及
び

会
員
の
皆
様
方
の
熱
意
の
賜
物
で

あ
り
、
あ
ら
た
め
て
深
く
敬
意
を

表
す
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
地
域
社
会
に
密
着

し
た
魅
力
あ
る
会
運
営
を
さ
れ
ま

す
と
と
も
に
、
会
員
増
強
運
動
が

実
を
結
び
、
よ
り
活
力
の
あ
る
組

織
が
築
か
れ
ま
す
こ
と
を
ご
期
待

申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
税
務
を
取
り
巻
く
環
境

は
少
子
高
齢
化
の
進
展
や
Ｉ
Ｔ

化
・
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
り
社
会

経
済
が
大
き
く
変
化
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
が
生
じ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
税
務
に
携
わ

る
私
ど
も
と
し
て
は
「
納
税
者
の

自
発
的
な
納
税
義
務
の
履
行
を
適

正
か
つ
円
滑
に
実
現
す
る
」
と
い

う
使
命
を
適
切
に
果
た
し
て
い
く

た
め
、
環
境
の
変
化
に
対
応
し
納

税
者
の
利
便
性
の
向
上
を
図
る
と

と
も
に
、
適
正
・
公
平
な
税
務
行

政
を
推
進
し
て
ゆ
く
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
。

と
り
わ
け
、「
国
税
電
子
申
告
・

納
税
シ
ス
テ
ム
（
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
）」

に
つ
い
て
は
、
納
税
者
の
利
便
性

向
上
と
行
政
の
効
率
化
の
た
め
の

最
重
要
課
題
と
し
て
、
普
及
に
向

け
て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

貴
会
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
事

業
計
画
に「
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
の
普
及
」

を
掲
げ
て
い
た
だ
き
、
会
報
誌
や

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
じ
て
会
員

の
皆
様
へ
周
知
し
て
い
た
だ
く
な

ど
、
普
及
に
向
け
て
ご
理
解
ご
協

力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、

今
後
と
も
な
お
一
層
の
お
力
添
え

を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

年
が
改
ま
り
、
ま
も
な
く
所
得

税
・
消
費
税
の
確
定
申
告
の
時
期

を
迎
え
ま
す
が
、
本
年
は
特
に
雑

損
控
除
を
受
け
ら
れ
る
方
等
、
申

告
を
さ
れ
る
方
の
増
加
が
見
込
ま

れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
月
末
の

法
定
調
書
の
提
出
と
併
せ
ま
し
て
、

よ
り
多
く
の
皆
様
に
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ

を
利
用
し
て
の
申
告
・
納
税
を
重

ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

古
河
税
務
署
長

阿　

部　
　

洋　

一

署
長

 

阿　

部　

洋　

一

総
務
課
長

 

永　

田　

正　

喜

総
務
課
長
補
佐

 

鈴　

木　

裕　

一

総
務
係
長

 

川　

本　

正　

博

会
計
係
長

 

小　

林　

真　

樹

管
理
運
営
第
一
部
門
統
括
官

 

秋　

山　

隆　

司

同　
　
　
　

総
括
上
席

 

小　

原　

久
美
子

管
理
運
営
第
二
部
門
統
括
官

 

中　

條　
　

聡

徴
収
部
門　

統
括
官

 

平　

田　

信　

秀

個
人
課
税
第
一
部
門
統
括
官

 

伊　

東　

芳　

久

個
人
課
税
第
二
部
門
統
括
官

 

村　

岡　

和　

彦

資
産
課
税
部
門
統
括
官

 

鈴　

木　

良　

宗

法
人
課
税
第
一
部
門
統
括
官

 

小
宮
山　

千
代
子

同　
　
　
　

総
括
上
席

 

田　

中　
　

勇　

法
人
課
税
第
二
部
門
統
括
官

 

清　

水　

秀　

樹

幹
部
職
員
名
簿

古
河
税
務
署

結
び
に
、
本
年
が
社
団
法
人
古

河
法
人
会
に
と
り
ま
し
て
益
々
発

展
さ
れ
る
良
き
年
に
な
り
ま
す
よ

う
、
ま
た
、
会
員
及
び
ご
家
族
の

皆
様
方
の
ご
健
勝
及
び
会
員
企
業

の
ご
繁
栄
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
し

て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
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合
同
納
税
表
彰
式
の
席
上
表
彰

さ
れ
た
当
法
人
会
関
係
の
受
賞
者

は
左
記
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

 
 

（
地
区
会
）

■
㈳
古
河
法
人
会
長
表
彰

　

○
熊
木　
　

博 

（
古
河
）

　
　
　

㈾
熊
木
商
店

　

○
中
村　

武
彦 

（
坂
東
）

　
　
　

㈲
八
王
子
中
村
物
産

　

○
張
替　

恵
子 

（
坂
東)

　
　
　

㈲
ハ
リ
ガ
エ
観
光

　

○
川
村　

一
三 

（ 

境 

）

　
　
　

㈱
カ
ワ
ム
ラ

　

○
新
谷　

友
康 

（
総
和
）

　
　
　

㈱
佼　

津

　

○
二
宮　
　

司 

（
三
和
）

　
　
　

㈱
二　

宮

　

○
知
久　
　

晃 

（
五
霞
）

　
　
　

㈲
知
久
防
水
工
業

○
今
後
行
事
予
定

☆
国
税
局
幹
部
と
の
協
議
会

　

平
成
二
十
四
年
一
月

☆
第
三
回
理
事
会

　

平
成
二
十
四
年
二
月
上
旬

☆
第
一
回
理
事
会

　

平
成
二
十
四
年
五
月
上
旬

☆
第
二
十
七
回
通
常
総
会

　

平
成
二
十
四
年
五
月
十
七
日

　

場　

所　

カ
ナ
ル
ハ
ウ
ス

　

講
演
会
講
師

　

井
沢　

元
彦　

氏

平成23年度合同納税表彰式で受賞された方々

古河税務署管内合同納税表彰式
平成23年度の合同納税表彰式が11月15日（火）に

古河市生涯学習センター総和（とねミドリ館）で挙行されました。

◎ ㈳古河法人会地区会別会員加入状況　　　　　　　（平成23年11月末現在）

地区会名 法人数 会員数 加入率% 地区会名 法人数 会員数 加入率%

古　　河 1,037 528 50.9% 三　　和 685 293 42.8% 

坂　　東 1,206 566 46.9% 五　　霞 187 124 66.3%

境 579 343 59.2%

総　　和 879 322 36.6% 合　　計 4,573 2,176 47.6%
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☆
「
平
成
二
十
四
年
度
税
制
改
正

提
言
活
動
」
を
実
施

十
月
一
六
日
、
第
二
十
八
回
法

人
会
全
国
大
会
・
神
奈
川
大
会
に

て
報
告
さ
れ
た
「
平
成
二
十
四
年

度
税
制
改
正
に
関
す
る
提
言
」を
、

地
元
選
出
代
議
士
、
及
び
地
元
市

長
・
町
長
・
議
会
議
長
各
位
に
、

公
務
ご
多
忙
の
中
、
時
間
を
割
い

て
頂
き
面
会
の
上
、
提
言
活
動
を

行
い
ま
し
た
。

尚
、
提
言
活
動
は
全
国
で
百
万

社
を
超
え
る
法
人
会
員
組
織
と
し

て
、
毎
年
実
施
し
て
い
る
も
の
で

す
。提

言
の
「
ス
ロ
ー
ガ
ン
」
は
次

の
と
お
り
で
す
。

（
総
　
　
論
）

行
政
改
革
を
推
進
す
る
た
め
、

議
員
・
公
務
員
定
数
の
大
胆
な
削

減
を
！

地
域
経
済
を
担
い
、
新
成
長
の

原
動
力
と
な
る
中
小
企
業
に
活
力

を
！

（
震
災
復
興
）

短
期
間
に
大
規
模
か
つ
大
胆
な

国
費
投
入
で
復
興
に
全
力
を
！

（
所
得
税
）

所
得
税
は
広
く
薄
く
負
担
を
求

め
、
基
幹
税
と
し
て
の
役
割
強
化

を
！

（
法
人
税
）

法
人
実
効
税
率
は
欧
州
・
ア
ジ

ア
主
要
国
並
み
の
三
十
％
以
下
に

引
き
下
げ
を
！

（
事
業
承
継
税
制
）

適
用
要
件
を
緩
和
・
是
正
し
、

企
業
の
継
続
に
役
立
つ
事
業
承
継

税
制
を
！

（
消
費
税
）　

消
費
税
率
引
上
げ
の
前
に
、
徹
底

し
た
行
革
に
よ
り
行
政
の
ス
リ
ム

化
を
！

（
地
方
税
）

地
方
分
権
の
推
進
の
た
め
、
三
位

一
体
改
革
の
更
な
る
徹
底
を
！

（
そ
の
他
）

年
金
・
医
療
・
介
護
制
度
に
つ
い

て
改
革
を
断
行
し
、
持
続
可
能
な

社
会
保
障
制
度
の
確
立
を
！

委
員
会
活
動

税

制

委

員

会

□
永
岡
桂
子
代
議
士
へ
提
出

（
十
月
三
十
日
早
朝
、
弓
削
会

長
、
須
藤
税
制
委
員
長
）

□
柳
田
和
己
代
議
士
へ
提
出

（
十
月
二
十
二
日
午
後
、
弓
削
会

長
、
矢
澤
副
会
長
）

□
古
河
市
長
・
議
長
へ
提
出

（
十
月
二
十
四
日
白
戸
市
長
、
矢

澤
、
森
田
各
副
会
長
、
須
藤
委
員

長
）

□
坂
東
市
長
・
議
長
へ
提
出

（
十
一
月
二
日
吉
原
市
長
、
渡
邉

副
会
長
）

□
境
町
長
・
議
長
へ
提
出

（
十
月
二
十
八
日
野
村
境
町
長
、

桜
井
副
会
長)

☆
ま
た
、
二
十
年
度
よ
り
周
知
徹

底
を
図
る
見
地
か
ら
、
全
市
町

に
積
極
的
な
活
動
展
開
を
し
て

い
ま
す
。

□
中
村
喜
四
郎
代
議
士
へ
提
出

（
十
月
二
十
九
日
早
朝
、
桜
井
副

会
長
）

□
五
霞
町
長
・
議
長
へ
提
出

（
十
月
二
十
五
日
染
谷
町
長
、
須

釜
副
会
長
）
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九
月
二
十
八
日
㈬
に
開
催
。
公

益
認
定
を
前
に
充
実
図
る
。

内
容
は
①
地
区
会
主
体
の
税
務
研

修
の
充
実
。
②
税
務
署
主
催
の
新

設
法
人
説
明
会
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

等
を
展
開
計
画
で
す
。

○
二
十
三
年
度
第
二
回
理
事
会

九
月
五
日
㈪
に
開
催
。

公
益
認
定
の
経
過
報
告
と
内
容

説
明
主
体
。

☆
平
成
二
十
四
年
五
月
総
会
で
承

認
後
、
申
請
予
定
。

☆
総
会
は
五
月
十
七
日
㈭
開
催
予

定
。

☆
第
二
十
五
回
『
全
国
青
年
の
集

い
（
み
え
大
会
）
参
加

十
一
月
十
七
日
～
十
八
日
、
伊

勢
市
で
開
催
。

当
会
は
四
十
二
名
参
加
。

☆
テ
ー
マ

「
租
税
教
育
」
と
「
地
域
に
根

ざ
し
た
企
業
経
営
」
を
討
議
。

☆
古
河
駅
周
辺
の
清
掃
活
動
実
施

十
一
月
八
日
七
時
三
〇
分
よ

り
、
第
三
回
古
河
駅
頭
清
掃
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
実
施
。

大
同
生
命
よ
り
四
名
の
応
援
。

二
十
二
名
参
加
し
実
施
。

本
年
よ
り
古
河
市
の
要
請
も
あ

り
、
八
月
十
日
に
「
全
国
統
一
の

清
掃
活
動
」
に
参
加
。

今
後
継
続
予
定
。

○
今
後
の
行
事
予
定

☆
正
副
部
会
長
会
議

　

平
成
二
十
四
年
二
月
中
旬

☆
第
二
十
六
回
総
会

　

平
成
二
十
四
年
四
月
中
旬

☆
役
員
視
察
研
修

十
月
十
九
日
㈬
「
東
京
ス
カ
イ

ツ
リ
ー
見
学
」

隅
田
川
十
二
橋
め
ぐ
り（
白
髭
橋

か
ら
勝
鬨
橋
）で
の
眺
望
は
見
事
。

昼
食
は
、
芝
の
「
と
う
ふ
屋
う

か
い
」
で
懐
石
料
理
を
堪
能
。
ま

た
、庭
園
の
す
ば
ら
し
さ
に
感
動
。

午
後
は
、
葛
飾
柴
又
の
帝
釈
天

を
散
策
。

☆
「
古
河
税
務
署
長
講
演
会
」

講　

師　

阿
部　

洋
一
氏

平
成
二
十
四
年
一
月
二
十
六
日

時
間　

午
前
十
時
か
ら
一
時
間

場
所　

古
河
商
議
所
会
議
室

☆
正
副
部
会
長
会
議

署
長
講
演
会
の
後
開
催

☆
第
二
十
六
回
総
会

平
成
二
十
四
年
四
月
中
旬

場
所　

ホ
テ
ル
山
水

○
租
税
教
室

☆
青
年
・
女
性
部
共
催
で
参
加

社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
、

古
河
税
務
署
管
内
租
税
推
進
協
議

会
主
催
の
同
教
室
へ
平
成
二
十
年

よ
り
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
。

今
年
度
は
、
十
月
七
日
に
ス
タ

ー
ト
し
、
十
二
月
十
五
日
ま
で
、

延
べ
十
六
校
へ
参
加
。

古
河
・
総
和
・
三
和
地
区
会
の

青
年
・
女
性
部
役
員
二
十
二
名
が

参
加
。

小
学
六
年
生
の
一
ク
ラ
ス
対
象

に
「
わ
た
く
し
た
ち
の
く
ら
し
と

税
」
に
つ
い
て
勉
強
。

当
会
で
は
、
管
内
小
学
生
約

二
千
三
百
人
に
対
し
、
全
法
連
グ

ッ
ズ
の
「
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
」
と

「
鉛
筆
二
本
」
提
供
。

青

年

部

会

部
会
活
動

諸
会
議
の
開
催

みえ大会会場にて

清掃作業

「道の日」清掃集合

参加者集合

租

税

教

室

研

修

委

員

会

女

性

部

会
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古河税務署からのお知らせ

ダイレクト
納付かい？

　源泉所得税の納
付は毎月のことだ
から、ネットから
手続きできると便
利なんです。
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　ｅ-Ｔａｘソフトまたはご契約
されている会計ソフトを利用し
て、法定調書のデータを関与先納
税者の所轄税務署へ代理送信する
ことができます。

「データ送信」で提出完了！

税理士事務所
税務署
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関東信越税理士会古河支部会員名簿

法人会員の皆様明けましておめでとうございます。

（地区別・五十音順）
税理士名 事務所所在地 電話番号

【古河地区】
赤 岩 　 　 茂 古河市西牛谷1020−1 0280−32−9511
阿 久 津 邦 男 古河市女沼334−3 0280−92−6558
浅 井 　 英 樹 古河市高野365−9 0280−92−7446
池 谷 　 達 郎 古河市西牛谷1020−1 0280−32−9511
猪 瀬 　 　 勝 古河市緑町47−37 0280−32−9869
牛 田 　 孝 文 古河市山田683−1 0280−76−1792
内 田 　 博 史 古河市下大野2965−126 0280−98−3588
宇 都 木 　 清 古河市高野670 0280−92−6990

遠 藤 　 圭 子 古河市東本町4−4−17
遠藤茂郎事務所内 0280−32−7647

遠 藤 　 茂 郎 古河市東本町4−4−17 0280−32−7647
小 川 　 榮 一 古河市下大野1683 0280−92−2411
押 田 　 哲 男 古河市本町4−2−23 0280−32−0652
小 野 　 隆 雄 古河市新久田210−2 0280−48−4726
粕 谷 　 美 幸 古河市新久田214−3 0280−48−2282
川 辺 　 文 子 古河市常盤町6−12 0280−32−8009

熊 木 　 暉 二 古河市大手町12−30
熊木利彰事務所内 0280−22−2300

熊 木 　 利 彰 古河市大手町12−30 0280−22−2300
倉 本 　 仁 司 古河市仁連2063−12 0280−76−5500

栗 原 　 　 学 古河市東本町1-4-22
セラヴィ21 ３階Ｃ 0280−23−6383

桑 原 　 正 信 古河市上辺見2710 0280−32−9715
小 島 　 哲 男 古河市上辺見2648 0280−32−9346
高 橋 　 和 男 古河市久能1793 0280−91−1177
田 中 　  広 古河市緑町46−22 0280−32−6704
塚 田 久 美 子 古河市大和田1355 0280−76−6434
坪 野 　  孝 古河市東1−5−21 0280−31−1540
百目鬼助三郎 古河市東本町4−7−57 0280−31−1450

中 村 恵 美 子 古河市本町2−5−25−701
SSKグリーンパーク古河 0280−32−0402

楢 原 　 　 功 古河市長谷町33−7 0280−22−6288
楢 原 　 英 治 古河市長谷町33−7 0280−22−6288
福 薗 　 　 健 古河市西牛谷1020−1 0280−32−9511
藤 井 　 正 信 古河市東3−15−28 0280−33−0615
堀 越 　 慶 子 古河市女沼389−8 0280−92−8376

松 田 健 太 郎 古河市大手町12−30
熊木利彰事務所内 0280−22−2300

松 田 　 充 治 古河市幸町21−9 0280−32−3274

三 田 　 一 枝 古河市上辺見2710
桑原正信事務所内 0280−32−9715

村 松 　 至 男 古河市本町2−1−7 0280−32−0319
山 中 　 雅 明 古河市茶屋新田222番地8 0280−47−0047
矢 部 　 幸 助 古河市小堤1913−54 0280−98−3868
渡 部 　 雅 仁 古河市南町4−34 0280−32−2980

平成23年11月１日現在
税理士名 事務所所在地 電話番号

【坂東地区】
天 笠 さ ゆ り 坂東市生子3226−1 0280−82−1061

飯 田 　 義 明 坂東市岩井3230−1
坂東市商工会館3F 0297−47−5105

石 黒 　 利 之 坂東市岩井4709 0297−36−1155

石 田 　 高 志 坂東市辺田1144−61
新興オフィスビル2F 0297−36−0050

岩 淵 　 幸 男 坂東市岩井4974−1 0297−35−7232
内 田 　 茂 行 坂東市辺田1141−29 0297−35−9200

柿 沼 　 利 明 坂東市辺田1141−29
内田茂行事務所内 0297−36−2553

金 子 　 重 夫 坂東市沓掛5225−3 0297−44−0327
倉 持 　 秀 行 坂東市辺田1509−1 0297−35−0583
小 島 惠 美 子 坂東市沓掛3909−3 0297−44−2024
逆 井 　 光 雄 坂東市小山278−3 0297−38−2183
中 澤 　 太 一 坂東市矢作94−7 0297−38−2001
野 口 　 政 子 坂東市長須1213 0297−20−8830
柳 田 　 宜 身 坂東市長谷2282−3 0297−44−8585
横 島 　 正 典 坂東市筵打819−4 0297−38−0793
渡 邊 　 剛 徳 坂東市岩井4983−23 090-4701-8839

【境・五霞地区】
伊 藤 　 淳 美 五霞町原宿台4-22-12 0280-84-0418
斉 藤 　 　 満 境町旭町507 0280−87−2677
菅 谷 　 　 博 境町957−22 0280−87−1542
鈴 木 　 眞 吾 境町1512−7 0280−81−3161
鈴 木 　 昌 勝 境町293−13 0280−86−6814
関 　 　 泰 昭 境町伏木1159 0280−86−5459
武 井 千 鶴 子 境町山神町881−1 0280−87−1794
二 宮  紀 子 境町2177−55 0280−87−7835

野 口  章 成 境町山神町1030
野口政雄事務所内 0280−87−1535

野 口  政 雄 境町山神町1030 0280−87−1535
萩 原 ま つ 子 境町旭町207−15 0280−87−1205
古 谷  久 子 境町2181−34 0280−87−1090
古 谷  博 子 境町61−20 0280−87−1048
山 本  正 美 五霞町元栗橋1360 0280−84−0260

【税理士法人】
報 徳 事 務 所 古河市西牛谷1020−1 0280−32−9511

大 和 坂東市岩井3230−1
坂東市商工会館3F 0297−47−5105

優和茨城本部
楢 原 事 務 所 古河市長谷町33−7 0280−22−6288

【準会員】
栗 原  勇 晨 台東区北上野1−6−9 03−3844−4151
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◎
「
経
営
セ
ミ
ナ
ー
」
開
催

☆
「
松
下
幸
之
助
に
学
ぶ
経
営
者

の
条
件
」
～
志
高
く
生
き
る
～

十
一
月
八
日
㈫
、
商
工
会
館
で

五
十
名
参
加
し
、
商
工
会
と
共
催

で
開
催
。

講
師
は
、
松
下
政
経
塾
副
塾
長

の
経
歴
を
も
つ
、「
上
甲　

晃
氏
」

を
迎
え
、
厳
し
い
現
状
を
打
破
す

る
経
営
の
あ
り
方
の
実
例
を
挙
げ

講
演
。

参
加
者
は
、
自
社
の
経
営
に
取

り
込
む
べ
く
、
熱
心
に
メ
モ
を
取

っ
た
。

◎
経
営
研
修
会
開
催

☆
「
古
河
市
か
ら
ホ
ッ
ト
な
話
」

十
一
月
十
一
日
㈮
、
商
工
会
三

和
事
務
所
で
、
古
河
市
職
員
を
講

師
迎
え
、「
古
河
名
崎
工
業
団
地
」

と
「
道
の
駅
古
河
の
現
状
」
を
テ

ー
マ
に
開
催
。

地
元
の
会
員
に
と
っ
て
、
関
心

の
高
い
テ
ー
マ
で
皆
真
剣
に
聞
き

入
っ
た
。

懇
親
会
は
、
情
報
交
換
し
な
が

ら
、有
意
義
な
時
間
を
過
ご
し
た
。

◎
青
年
部
会

☆
全
国
青
年
の
集
い「
み
え
大
会
」

と
大
阪
・
神
戸
の
旅

十
一
月
十
八
日
㈮
～
二
十
日
㈰

実
施
。

初
日
は
「
み
え
大
会
」
参
加
。

二
日
目
は
「
通
天
閣
」
と
神
戸

ポ
ー
ト
タ
ワ
ー
・
メ
リ
ケ
ン
パ
ー

ク
を
視
察
。

阪
神
淡
路
大
震
災
再
興
を
見

て
、
東
日
本
大
震
災
の
復
興
に
明

る
い
兆
し
が
見
え
た
。

三
日
目
は
、
明
石
大
橋
を
視
察

し
て
、
帰
路
に
つ
い
た
。

神
戸
牛
に
舌
鼓
を
打
ち
な
が

ら
、
親
睦
を
深
め
た
。

◎
女
性
部
会
視
察
研
修

九
月
二
十
七
日
か
ら
二
十
八
日

に
「
下
部
温
泉
」
へ
の
視
察
研
修

を
実
施
。

ホ
テ
ル
「
下
部
ホ
テ
ル
」
で
は
、

料
理
・
カ
ラ
オ
ケ
等
で
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

翌
日
は
、「
清
水
港
ラ
ン
チ
ク

ル
ー
ズ
」
の
魚
料
理
に
舌
鼓
を
打

ち
、
無
事
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

☆
今
後
の
予
定

＊
一
月
十
九
日　
　

観
劇
会

＊
二
月　
　

企
業
訪
問
・
新
年
会

（
三
和
・
総
和
合
同
企
画
）

◎
五
霞
地
区
会
視
察
研
修

十
月
二
十
一
日
㈮
か
ら
二
十
二

日
㈯
、
商
工
会
女
性
部
と
合
同
で

実
施
。

初
日
は
富
士
通
沼
津
工
場
見

学
、
二
日
目
は
初
島
で
新
鮮
な
魚

料
理
に
堪
能
。

宿
泊
は
、「
稲
取
温
泉
」
で
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
た
。

◎
「
ふ
れ
あ
い
祭
り
」模

擬
店
出
店

☆
社
会
貢
献
活
動

十
一
月
六
日
㈰
青
年
部
会
中
心

で
参
加
。

模
擬
店
は
「
お
で
ん
」
を
出
店
。

人
気
が
あ
り
、
早
々
に
完
売
。

併
せ
て
、
勧
奨
用
看
板
を
用
意

し
、「
会
員
募
集
活
動
」
実
施
。

◎
女
性
部
視
察
研
修

☆
「
箱
根
・
小
田
原
の
旅
」

十
月
十
二
日
㈬
～
十
三
日
㈭
に

十
二
名
参
加
し
実
施
。

女
性
と
い
う
人
種
は
、「
よ
く

食
べ
」「
よ
く
笑
う
」。
テ
ン
シ
ョ

ン
が
上
が
れ
ば
、
自
分
の
言
い
分

を
聞
い
て
ほ
し
く
、
声
の
ボ
リ
ュ

ー
ム
も
高
く
な
る
。
人
数
が
増
え

れ
ば
、
雑
音
か
？

バ
ス
で
箱
根
へ
。
楽
し
み
は
昼

食
で
あ
る
。
老
舗
料
亭
「
知
客
茶

屋
」
は
、
店
主
が
早
雲
寺
住
職
か

地
区
会
た
よ
り

三

和

地

区

会

境

地

区

会

五

霞

地

区

会

古

河

地

区

会
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ら
学
ん
だ
精
進
料
理
・
豆
腐
に
と

ろ
ろ
。
加
え
て
、
川
の
せ
せ
ら
ぎ

を
聞
き
な
が
ら
食
べ
る
豆
腐
は
乙

な
も
の
。

本
日
の
メ
イ
ン
の
ポ
ー
ラ
美
術

館
見
学
。
レ
オ
ナ
ー
ル
・
藤
田
の

「
エ
バ
ミ
ル
ク
」
の
よ
う
な
絵
画

等
多
彩
な
作
品
。
当
美
術
館
は
、

日
動
画
廊
の
長
谷
川
さ
ん
が
、
誉

め
て
い
た
。

今
夜
の
宿
は
「
強
羅
花
扇
」
宿

の
料
理
・
温
泉
・
部
屋
の
雰
囲
気
・

料
金
す
べ
て
満
足
。

翌
日
は
、
千
五
百
年
代
に
北
条

氏
が
築
い
た
小
田
原
城
。
歴
史
の

町
は
、
お
い
し
い
物
の
宝
庫
で
、

か
ま
ぼ
こ
・
干
物
な
ど
土
産
物
が

豊
富
。

散
策
で
脳
・
お
腹
・
心
・
手
荷

物
が「
満
タ
ン
」の
中
、無
事
帰
宅
。

（
監
事　

名
和
は
る
み
記
）

◎
「
税
務
研
修
会
」
開
催

十
一
月
二
十
五
日
㈮
古
河
地
区

会
と
共
催
実
施
。

場
所
は
古
河
商
工
会
議
所
。

古
河
税
務
署
の
阿
部
上
席
講
師

に
よ
る
、「
法
人
の
決
算
申
告
及

税
制
改
正
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ

に
講
演
。

内
容
は
、
税
制
改
正
の
留
意
点

と
間
違
い
易
い
基
本
的
事
項
の
説

明
を
中
心
の
中
身
の
濃
い
研
修
。

◎
「
ふ
れ
あ
い
広
場
」
へ

女
性
部
参
加

☆
社
会
貢
献
活
動

九
月
二
十
四
日
ネ
ー
ブ
ル
パ
ー

ク
で
開
催
の
福
祉
祭
り
の
「
ふ
れ

あ
い
広
場
二
〇
一
一
」
に
参
加
。

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
子

供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
多
数
来
場
。

昨
年
同
様
、
サ
イ
コ
ロ
ゲ
ー
ム

参
加
者
に
商
品
提
供
。

こ
う
し
た
機
会
に
、
福
祉
の
目

を
育
て
、
地
域
社
会
づ
く
り
に
貢

献
で
き
る
と
実
感
。

◎
女
性
部
視
察
研
修

　「
湯
島
天
神
参
拝
と浜

離
宮
散
策
」

十
一
月
二
十
二
日
㈫
、
二
十
名

参
加
し
実
施
。

東
京
ベ
イ
ホ
テ
ル
で
の
ラ
ン
チ

を
楽
し
み
ま
し
た
。

午
後
は
、
築
地
市
場
の
場
外
を

見
学
し
て
、帰
途
に
着
き
ま
し
た
。

◎
青
年
部
視
察
研
修
実
施

青
年
の
集
い
「
み
え
大
会
」
と

大
阪
視
察
研
修

十
一
月
十
八
日
㈮
か
ら
二
〇
日
㈰

三
重
県
営
ア
リ
ー
ナ
で
の
「
青
年

の
集
い
」
み
え
大
会
に
参
加
。

式
典
・
全
国
物
産
展
等
の
、
活

気
あ
る
雰
囲
気
が
印
象
的
。

視
察
研
修
会
実
施
。

「
伊
勢
神
宮
」
参
拝
。
参
加
役

員
が
、経
営
す
る
会
社
の
回
復
を
、

祈
願
。

宿
泊
地
大
阪
で
は
、「
大
阪
城
」

と
商
業
施
設
を
視
察
。

◎
研
修
委
員
会
で

親
睦
ゴ
ル
フ
会
開
催

十
一
月
十
五
日
㈫
に
第
四
十
五

回
の
ゴ
ル
フ
会
を
新
東
京
Ｇ
Ｃ
で

三
十
二
名
参
加
。

昨
年
同
様
、
電
動
カ
ー
ト
プ
レ

ー
で
自
由
に
回
り
、
楽
し
い
一
日

を
過
ご
し
た
。

成
績
は
、
左
記
の
通
り
で
す
。

☆
総
合
の
部

　

優　

勝　

原
田　

晴
透

　

準
優
勝　

権
田　

正
敏

　

第
三
位　

菅
沼　

康
次

☆
グ
ロ
ス
の
部

　

優　

勝　

金
久
保　

正
義

　

準
優
勝　

新
谷　
　

修

　

第
三
位　

片
山　
　

勝
元

総

和

地

区

会

坂

東

地

区

会



総和

総和

境

古河

総和

総和

総和

境

古河

総和

有限会社　岩田工業

株式会社　吉田設備

株式会社　本谷工務店

㈲ヤマザキ保険企画 ワイズプラン

有限会社　小倉商店古河

株式会社　カラット

有限会社　秀和メンテナンス

合同会社　ケイ･ディー･エス

株式会社　青木工務店

有限会社　大坂屋商店

総合土木工事業
（基礎・舗装・外構工事）
を行っている会社です。

工場設備の配管・メンテナン
ス・ステンレス各種溶接

総合建設業
信頼を第一に！安心・

丁寧・親切な設計施工！

損害保険および生命保険の相
談・提案・販売を通じて、みな
さまに選ばれる保険代理店を目
指して営業しております。

ＳＳ材厚鉄板切断販売業
板厚は９ｍｍ〜130ｍｍ、用

途に合わせ角切り・型切り・寸
法正確をモットーに切断いたし
ます。

厚生省指導基準に基づき衛生
的なおしぼりを製造出荷してい
る会社です。

清らかな水環境
浄化槽の保守点検ほか、水周

りのことはお任せ下さい。

ウェブサイトや映像など、デ
ジタルコンテンツを制作してい
る会社です。お客様の経営戦略
の最適化を図るため邁進して参
ります。

環境にやさしい、もの創りに
心がけております。

23年11月、古河市原にモデ
ルハウスをオープンいたしまし
た。

海外向の中古衣料の輸出、国
内向けのウェス製造・販売

住所：古河市東牛谷505－2
電話：0280-98－0209

住所：古河市駒羽根1418－7
電話：0280-92－5470

住所：茨城県猿島郡境町827－1
電話：0280-87-0354 ＦＡＸ：0280-87-0354

住所：古河市鴻巣885－8 電　話：0280-48-2447
 ＦＡＸ：0280-48-3093

住所：古河市久能1412－12 電話：0280-92－3708
定休日：土、日、祝日

住所：古河市駒羽根983－5 電話：0280-92－6025
営業時間：9：00〜19：00 定休日：日曜日

住所：古河市久能1250－79
電話：0280-92－6681

住所：茨城県猿島郡境町1539番地3
電話：0280-81-1275 ＦＡＸ：0280-87-0912

住　所：古河市古河697－5 電　話：0280-30-0155
　　　　古河市原14－1 ＦＡＸ：0280-30-0166

住所：古河市上片田781－1
電話：0280-76－8081
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